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TA(Teaching Assistant)の声

TAの感想

********************** 

陶涛

（情報科学研究科 情報システム工学専攻）

私は 2016年度前期、文学部の情報活用基礎の

TAを担当しました。講義では、ホームページの

作り方や、 Excelの表計算方法、コンピューター

とインターネットの仕組み、簡単なプログラミン

グなどの情報知識を中心としたものでした。

文学部の学生は大学に入学する前、あまり PC

に触る機械が多くないと思いますが、文系の学生

なので、大学では、コンピューターで文章を書く

など、チャンスがすごく多いと思います。特にプ

ログラミングの授業では、講義に書いた手順を真

似して作業するだけじゃなく、講義に答えがない

チャレンジ課題も結構あります。この授業で学ん

だ知識は受講生の皆さんの今後の勉強や仕事に

すごく役に立つと思います。

留学生として、私はこの TAの役を通して、大

変有意義な経験をさせていただきました。TAで

は、日本語の練習はもちろん、どうやってわかり

やすくまとめて説明するかなど、人とのコミュニ

ケーション能力もすごく勉強になりました。

********************** 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

劉安世

（情報科学研究科 情報システム工学専攻）

私は 2016年度前期、基礎工学部の情報活用基

礎の TAを担当しました。講義は、 HTMLで自分

のウェブを作り、 LaTeXの入門操作紹介、 C言語

の基礎使いといった内容を中心したものでした。

この授業ではコンピュータにまった＜触れた

ことのない学生でも基礎的な操作スキルを習得

できます。例えば、ウェブプログラミングの講義

ではたった 1行のプログラムで背景の画像を設定

したり、 雪が舞うシーンのアニメーションを表示

したりできます。これらのビジュアルな課題をこ

なすことで、段階的に知識を得られるだけでなく、

コンピュータの素睛らしさを実感できます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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